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高齢者にとっての買い物支援バスの役割
－石川県白山市白山ろく地区を事例に－

富山大学 人文学部 人文地理学研究室
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Ⅰはじめに

問題の所在

近年、高齢者を中心に日常の買い物に不便を感じる

「買い物弱者」が増加

対策として交通施策におけるモビリティの確保が必要

Ex)地方自治体が運営するコミュニティバス
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Ⅰはじめに

既存研究

鈴木ほか（2016）

買い物支援バスが高齢者同士のコミュニティ形成の場となっており、
高齢者のQOLの向上につながる

• コミュニティを形成したいと思い買い物支援バスを利用する高齢
者はいるのだろうか？
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Ⅰはじめに

研究目的

石川県白山ろく地区において買い物が困難な高齢者の買い物
行動の実態を把握し、買い物支援バスが高齢者に果たす役割に
ついて検討する
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Ⅱ調査地および対象

白山ろく地区概要

・総面積 約650㎢
（白山市の約86％）

・総人口 5，562人
（白山市 約11万人）

・高齢化率 約42％
（白山市 約28％）

図1:白山市白山ろく地区の人口統計（国勢調査より作成）
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Ⅱ調査地および対象
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白山ろく地区地域で暮らす高齢者にとってモビリ
ティの確保は必要不可欠

調査対象者

中宮地区と瀬戸地区に居住する生鮮食
品店から500ｍ圏外に住む自家用車な
どの交通手段を持たない75歳以上の単
身または夫婦のみの世帯

参考：食料品アクセス問題
生鮮食料品店までの距離が500m以上かつ
自動車を持たない人を買物困難者としている
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Ⅱ調査地及び対象
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図3 2020年度白山ろく地区運行ルート図（白山市ホームページより引用）
http://www.city.hakusan.ishikawa.jp/kikakusinkoubu/koutuutaisaku/koutuutaisaku/megu-ru_h24.html

Aコープ手取店

瀬戸地区

中宮地区
買い物支援バ
ス概要

2007年4月から
無料で運行

毎週火曜日と金
曜日に一本ずつ

平均利用者数約
5～10人

Ⅱ調査地及び対象

中宮地区と瀬戸地区において計8名の方に聞き取り調査

買い物支援バスに乗車し，利用者が

どのようにバスを利用しているか観察すると

ともに自由な会話形式での聞き取り調査
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Ⅲ 調査結果
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表1 基本属性（聞き取り調査より作成）

中宮地区 瀬戸地区

A B C D E F G H

性別 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性 女性

年齢 86 82 87 83 87 86 84 95

職業 無職 無職 無職 無職 無職 無職 無職 無職

同居人 単身 単身 単身 単身 単身 単身 単身 単身

支援者 子供 子供 子供 子供 子供 子供 子供 子供

交通手段 送迎 徒歩/送迎 バス 送迎 バス 電動カート バス バス

交通手段(冬季) 送迎 送迎 バス 送迎 バス 子供が買い出し バス バス

頻度 週1～2 10日に1回 週1 週1 週2 週2 週2 週1

主な買い物先 Aコープ 石垣商店 Aコープ Aコープ Aコープ 石垣商店 Aコープ Aコープ

レッツ鶴来店 よらんかいねえ広場 レッツ鶴来店

よらんかいねえ広場

大阪屋ショップ

Ⅲ 調査結果

共通点

• 無職の単身女性

• 自宅に家庭菜園

• すぐ近くに子どもが住んでおり不便がない

半数が買い物支援バスを利用していない

• 子どもがスーパーまで連れて行ってくれる

• 自分のペースで好きなタイミングに買い物をしたいため
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Ⅲ 調査結果

• 車内での会話はあるが新たなコミュニティの形成の場ではない
• 買い物が不便な土地であるがこの土地から離れようと思ったことはない

（70代女性）

「私が20歳の頃は道路に雪よけのシェードがなくて成人式の日は同級生の子た
ちと大雪で足場が悪い中かんじきを履いて一緒に河内村の役場まで歩いて行っ
た」

「今は閉鎖してしまったけれど昔は中宮も一里野のようにスキー場で栄えていたか
ら賑やかだった」

→場所への愛着
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Ⅳ 考察

買い物支援バスの役割

• 鈴木ほかによる研究の結果と同様に買い物支援バスが地域住民との交
流の場になっていることも一部見受けられた

• 主な役割は高齢者が愛着のある土地で自立した生活を送るための手段

買い物支援バスの利用の有無に関わらず子どものサポートが必要不可欠
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http://www.city.hakusan.ishikawa.jp/kikakusinkoubu/koutuutaisaku/koutuutaisaku/megu-ru_h24.html
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Ⅴ おわりに

• 買い物支援バスの利用は主にコミュニティ形成の場としての利用よりも高
齢の利用者が長年住み続けてきた場所で自立した生活を送るための補
助的な役割を担っている

• 高齢者が自立した生活を送るためには単に買い物支援バスを運行する
だけでは成立せず，身近にいつでもサポートしてくれる子どもなどの支援
者の存在が必ずいなければならない
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